
のであるから.それだけに私たちの軸の中ノでいろいろ

な破Ilriの状況を作 l)印るoそのため.｢こわれる｣も

｢くずiLる｣ も班わiLやすい ｡他に r夢:Jなどがある.

(33) 彼に対するイメージは こわれたo

帥 彼に対するイメージは くずれた｡

もし,｢彼に対するイメ-ジ｣が,とてもすぼらしく,

測地ミ的で,美しく,完盟なひとつの形となっているも

のなら,それは,｢くずれる｣より ｢こわれる｣もので

あろう｡もし,｢彼に対するイメージ｣が,彼と私との

長いつき合いの中のいろいろな出米恥 こよるひとかけ

らひとかけらで作っていったものだとしたら,そiLが

破域される時は ｢こわれる｣というJ:り ｢くずiLる｣

と言えるだろう｡2.3.1.や2.3.2.で言っていることは,

抽象名詞についても言えるのである｡

(35) 形が こわiLる｡

舶 形が くずれる｡

耶 体調が こわれる｡

(38)体調が (ずれる｡

これらの例の ｢くずれる｣は,2.2.と多少似ている｡

｢くずjLる｣の場合は,物'jJlの秩序が伽たれている範

囲内で,.物が乱れているという意味であるD｢形｣や

｢体調｣の乱れ具合が小さいと ｢くずれる｣で,大き

いと.｢こわれる｣を用いているようである｡これらは

同じ抽象名詞でも ｢イメージ｣などとは違 う ｢こわJL

る｣｢くずれる｣の催いTJIをする｡｢イメージ｣rjBl:Jは.

2.3.1.や2.3.2.で述べたように,｢こわれ方｣｢くずIL

方｣の追いや,形を韮祝 してるか,布様を重視 してる

かのちかいで,｢こわれる｣｢くずれる｣を使いわける｡

けれども,｢形｣や ｢体調｣では破壊される度合で区別

さiLる｡

2.4. 派生的用法

脚 お金が こわれる｡

(LIO) お金が くずiLる｡

火きな単位のお金を.同紙の小銭に替えるという意

味であるOこの意味は辞 抄では ｢くずれる｣の-jJ-(こし

か織っていないが,両方用いられるように思う｡

(JI) 縁談が こわれる｡

(42)X線談が くずれる｡

これは ｢こわれる｣の派生的用法で,話 ･約束ごと

がだめになる悲味である｡

3. まとめ

こわれる rl) 機能が凍えたり,失われたりすること｡

(2) ii,%った形が乱れる蕊は含まない｡

(3) こわれ方については,対象物を構成し

ているものが.破壊さA･L,パラバラに散

って,ひび測 れたり欠けたりして.いく

つもの破片 (かたまり)となること｡

(上り 完全な形をもったものが.その形を失

ってLまうこと｡(形の変化に視点を就

く｡)

くずれる (1) 機能に例与するか, しないかは側佑な

い｡

(2)構成している物質の秩序を狂わすこと

がない程度にものが乱れること｡

(3) くずれJJについては,対象物を構成し

ているひとつひとつの ものが,バラバラ

になってころが I)搭ちること｡

(4)形が破損されていく有様･状況をいうC

(過程 ･有様に視点を識 く｡)

言語経歴 :0歳-7歳宮崎市 7歳～9歳

立川fli 9歳～18歳船舵●JIJ'

18歳～ 所沢了打

やぶる ･やぶ く･さく･きる ･わる

1. はじめに

-つのものをいくつかに分湖 ･破壊する場合に,私

たちはいくつかの動詞を無意識のうちに伴いわけてい

る｡身辺でよく行なわれる動作であるだけに,しばし

ば口にしているはずだが日頃は迷いや誰i乱を覚えずに

その場にふさわしい動詞を過んでいる｡では.その動

轟 悦 真 理

詞をその場に蚊もふさわしいものにLているポイント

は.どこにあるのだろうか｡｢やぶる ･やぶ く･さく･

きる ･わる｣を取 り上げて,そのポイントを探ってみ

たい｡
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2.分析

2.1. 対象物の桂頬

(1) 紙を やぶる｡

(2)紙を やぶ く｡

(3) 紙を さく｡

(4) 紙を きる｡

(5)X紙を わる｡

(6) カーテンを やぶる｡

(7) か-テンを やふく｡

(8) カーテンを さく｡

(9) カーテンを きる｡

(10)×ヵーテンを わる｡

｢わる｣は,対象物に紙や布をとることはできない｡

もっと厚みのあるもの,例えば ｢マンガ本｣のような

ものを対象物としても同じである｡しかし,

(ll) 杉の板を やぶる｡

(12)×杉の板を やふく｡

(]3)×杉の板を さく｡

(ll) 杉の板を きる｡

(15) 杉の板を わる｡

(IG) ガラスを やぶる｡

(17)×ガラスを やふく.

(18)×ガラスを さく｡

(19) ガラスを きる｡

伽) ガラスを わる｡

のような例 を見ると,｢マンガ本をわる｣が言えない

のは厚さの問題ではないことがわかる｡同じ程度の厚

さであっても ｢マンガ本｣を｢わる｣ことはできないが,

｢f多の板｣や ｢ガラス｣を ｢わる｣ことはできる｡ま

た,紙のように蒔 くともガラスであれば,｢わる｣とは

言えるが,｢やぶく｣とは言えない｡このことから対象

物の厚みより,材質の差による,手段や動作後の状態の

追いに問題があることがわかるが,その点については

分析2.2.,2.3.で取 り上げる｡

任l)×石工が 敷石を やぶる｡

C2)×石工が 敷石を やふく｡

位3)×石工が 牧石を さく｡

伽 石工が 敷石を きる｡

05) 石工が 敷石を わる｡

のように石や氷は ｢きる｣｢わる｣を用いるが,

(神 城の石垣を やぶって 敵が 攻めこんできた｡

(押水の壁を やぶって 福寿草が 芽を出した｡

など,石や氷を ｢壁｣や ｢垣｣としてとらえると ｢や

ぶる｣も使うことができる｡天井や垣根なども同様に

｢やぶる｣と言うが,これらの例は,対象物をいくつ

かに分ける ･バラバラにする動作を言っているのでは

なく,対象物を破壊することでそれの持つ機能を失な

わせることを拍 している｡｢やぶ く｣｢さく｣｢きる｣

｢わる｣には,このような ｢やぶる｣の意味がないた

めに,(細即のような場面では用いられないのである｡

柱 ･棒状のものはどうだろうか｡

朗)×丸太を やぶる｡

㈹×丸太を やぶく｡

(30)×丸太を さく｡

01) 丸太を きる｡

(32) 丸太を わる.

この例では,面的な広がりを持つガラスや敷石など

と差がない｡しかし,同じ柱状のものでも

(33) 雷が 太いイチョウの木を さいた｡

は言える｡丸太を横に挽 くことは｢きる｣であって｢さ

く｣とは言わない｡｢さく｣は木のせんいに従って切 り

搬すことをいう｡

そこで次に平行な断面を生ずるものを考えてみる.

伽 スルメを さく｡

(35) 竹細工の竹を さく｡

この例は.｢さく｣を使うのか壕も自然であるら｢さく｣

は,生ずる断面が直線的で平行であるという特徴を含

んでいるようだ｡

線および糸状のものでは,｢きる｣のみが使える｡

(姻 糸を きる｡

(37) 髪の毛を きる｡

(38) 電話線を きるO

これは,｢きる｣には くつながっているものを断つ〉と

いう特徴があるためだと思われる｡｢や.;.･る｣｢やぶ く｣

｢さく｣は,表面に鵬がついたり.I/L(があいたりした

状態でも使うことができ.対象物が分断されたIJ,ひ

とつながりになっていたものが切 り赦されたりしなく

ともよい ｡ しかし ｢きる｣と,対象物はそれまで保っ

ていたつながりを失い,多くの場合,分断される｡

対象物の硬さを考えるとどうだろうか｡

(39) カワラを わる｡

(畑×ヵヮラを きる｡

(41)×肉を わる｡

(42) 肉を きる｡

この例では.一見 ｢わる｣は柔らかいものには用いる

ことができないようだが.

(43) まんじゅうを わる｡

(44) みかんを わる.

のように柔らかいものの例 もある｡また,前にあげた

(19) ガラスを きる｡
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伽 石工が 敷石を きる｡

と比較すれば,(40)が言えないのむカワラの硬さが煉囚

ではない｡つまり,｢きる｣｢わる｣の用法の違いは.

対象物の硬さ,柔らかさにあるのではなく,力の加け)

り■万,手段の差と考えられる｡

液体や,おかゆのような流動体,また,'j<i体も対象

物とはならない｡これは力を加えても断面や断片を生

ずるだけの固さや実体を持っていないためである0

2.2. 手段

(1) 紙を やぶる｡

(2) 紙を やぶく｡

(3) 紙を さく｡

(4) 紙を きる｡

は,いずれも言える｡しかし.-サ ミを本来の用法に

よって用いると.

(45)×紙を -サ ミで やぶる｡

(46)×紙を -サ ミで やぶ く｡

(47)'紙を -サ ミで さく｡

(18) 紙を -サ ミで きる｡

となり.｢きる｣だけが言えるO｢さく｣は不日然である

が言えなくはない｡｢やぶる｣｢やぶ く｣はまったく仕

えない｡

では ｢きる｣と ｢さく｣の差は,どこにあるのだろ

うか｡

(49)紙を -サ ミで 丸く きった｡

(50)×紙を -サ ミで 九 く さいた｡

(51) 壁紙を ナイフで きった｡

(52) 壁紙を ナイフで さいた｡

このような用例を見ると,同じ刃物であっても-サ ミ

とナイフとでは違いがあるようだ｡また.ナイフは.

(53) マットレスを ナイフで さく｡

というように, ものの衷耐 こ伽をつけるだけで切断面

が下まで逮していない状態のとき.

伽 ×マットレスを -サ ミで さく｡

とは言えない｡

｢さく｣が直線的な切断面を持つことは.

(55) -サ ミで 布を さいた｡

(56) -サ ミで 布を きった｡

の二例を比較するとはっきりする｡伽)は型紙に合わせ

て曲線的に裁つことiJ指すが,(55)は,よく切れる裁ち

バサ ミで-延線にサァーツと切 り離すような状況で使

われる｡

その他の刃物としては鋸 ･包丁 ･ナタなどが考えら

れる｡

(57) 包丁で スイカを きる/わる｡

(58) ナタで 薪を i)る｡

などのように,包丁は ｢きる｣｢わる｣が使われる｡

(58)は(33)の例からすると言えそうであるが,晋通は,

(59)×マキを ナタで さく｡

とは言わない｡これは ｢さく｣にとっては,動作の結

果対象物が分離することは必須の条件ではないので,

ナタのように分断を主目的とする道具 とは結びつきに

くいのだろう｡

刃物であっても,錐 ･針 ･棺などは.

伽) 道場の壁を 槍で やぶった｡

(61) 針で 水ぶ くれを やふ く｡

(62)錐で 風船を わる｡

のように ｢や_;:る｣｢や_;:く｣｢わる｣が用いられる｡

(63)×ふすまを 錐で さく｡

(64) 針で 風船を きった｡

とは言わない｡

これらの道具は ｢穴をあける｣ためのものであり,

穴をあけた りわることを ｢きる｣｢さく｣とは言わな

い○

刃物以外の追放はどうであろうか｡

㈹ 鉄槌で 味板を やぶる｡

(66) -ンマ-で 石を わる｡

上のような鈍器では,｢わる｣｢やぶるJ を使うことが

できる｡｢やぶく｣も,

(67)掃除をしていて はたきで 障十を やふいた｡

のように対象物が紙の場合などには轍える｡

｢きる｣｢さく｣は刃物以外の道具には使われない｡

ただし次の様な例t,ある｡

068) 棒で 殿られて '客fiを きった.

人刷の,殻も北本的な道姑である ｢手｣はどうであ

ろうか｡

(69) 紙を 手で やぶる/やぶく/さく/きるo

これはどれも言える｡しかし同じ ｢手｣ではあっても

rこ.;.･し｣となると,

(70) 粘 りこふしで ふすまを やぶった/や.;:いた｡

とは言えるが

(71)×掘 りこふしで ふすまを さいた/きった｡

は言えない｡こぶLが鈍器と同じように考えられるた

めだろう｡したがって.

(72) こふしで カワラを わる｡

とも言える0

2.3.動作後の対象物の状態

(73) 答案用紙を やぶった｡
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(74) 答案用紙を やぶいた｡

(75) 答案用紙を さいた｡

(柏 答案用紙を きった｡

これらの例文は,次の二通りの解釈ができる｡

a.用紙の端がちぎれたり,穴があいたり,または切

りこみが入った状態

b. どリビりに用紙を引きちぎった状態

(73X74)は,a･bどちらも考えられる｡しかし,(75)はb

の解釈が一般的であり,(7馴まaの解釈が一般的である｡

(77)つ赤点のテストを きって 捨てた｡

(78)消しゴムで硝していて テスト用紙を さいた｡

この例は言いにくい｡脚では ｢きる｣より｢やぶる｣｢や

ぶく｣または ｢ちぎる｣を用いるのが自然だと思われ

る｡

このことから,｢さく｣には,穴をあけるとか端を切

りとる恋味はなく.対象物全体にわたり直線附な切 り

こみを入れる,または対象物を直線的に切 り離すとい

う特徴のあることがわかる｡

切断面や断片の大きさ･形 ･様子を全く考えずに,

こわしたりパラバラにすることが ｢やぶる｣｢やぶ(｣

である｡

(79) 洋服を 作るので 生地を きる｡

これは ｢きる｣しか使うことができない｡切断面 ･

断片に注意しながら,きちんと分断することが要求さ

れるからであろう｡また,

(80) 洋服を やぶる｡

も二つの状態が考えられる｡

a. 布地が切れる｡

b. 袖などがとれてしまう｡

｢や.;:く｣も同様であるが.｢さく｣｢きる｣は,

(81) 洋服を さく｡

¢Z) 洋服を きる｡

のようにどちらもaの状態と解釈される｡布地が切れ

にくいもの,例えばセーターなどは,

(83:.'セーターを さいた.

と言うことはない｡

｢やぶる｣｢やぶ く｣がbの状態でも使われるのは｢や

ぶる｣のもつ "ものの形をこわし,機能を失わせるl'

という特徴によるのであろう｡袖などがとれてしまっ

ては.服としての機能を果たせなくなる｡

(19) ガラスを きる.

任0) ガラスを わる｡

は言えるが,

糾 ×石を .;:つけて ガラスを きる｡

とは言わない｡断面がどこに生じるのかわからないま

まにものをバラバラにするときは ｢わる｣を用い,｢き

る｣とは言わない｡それに対し,断面を生じる場所が

初めからわかっている場合は ｢きる｣を用いるのが蝶

別である｡

脚 スイカを わる｡

では,包丁などで切りわけるときにも用いるが.悼

などでたたいて分離する `̀スイカわIJ'Iや.下に落と

してバラバラにしてしまうような状況でも用いる｡

(86)和紙を さいて こよりを作る｡

これは ｢さく｣を使うのかふさわしい｡細長 く紙を

分断しなければ ｢こより｣は作ることができないので,

平行に直線的なすじ日を入れるという特徴をもつ ｢さ

く｣がもっぱら使われるのである｡

(37)魚の 腹を さいて 開くo

(88)×魚の 腹を やぶって 開く｡

脚 ×魚の 腹を やぶいて 開く｡

剛)魚の 腹を きって 開く｡

(88),(89)は,魚がメチャクチャになってしまい,調理

が目的の時は.使えない｡(90)は言えなくはないが.｢さ

く｣の方がより自然である｡

2.4. 力の加わり方

(31) 丸太を きる｡

02) 丸太を わる｡

この二丈には動作後の対象物の状態の差とも,手段

の差ともとれる差異を感じるが,いまひとつ考えられ

るのは "力の加わり方"の差である｡丸太を ｢きる｣

ときには｢ノ.コギリ｣などを使い,｢わる｣ときには｢マ

サカリ ナタ｣などを使う｡これらの道具は刃物とい

う点では共通だがノコギリは刃の部分を対象物に押し

あてていくことで分断していくが.マサカリ,ナタは

刃の部分に強い力を瞬間的にかけることで対象物を分

断する(または断面を生じさせる)という点で違いがあ

る｡

このことから ｢わる｣には瞬間的に断面を生じさせ

るだけの力が必要であると言える｡また,その力の加

わる方向は,

U2) カワラを わる｡

などを代表とするように,対象物の平面に対して垂直

である｡一方,｢きる｣には.

別) 金属を 薬品で きる｡

のように強い力,圧力は必ずしも必要ではない｡

(92) 卵のカラを わる｡

人が料理をしようとするときに卵のカラをこわすこ

とは,(93)のように ｢わる｣としか言わない｡しかし.
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糾 ヒナが 卵のカラを やぶって 出てきた｡

とは言う｡人が卵のカラを ｢わる｣ときには.瞬間的

に強い力をかけてカラに仏製を生 じさせ,ヒナが ｢や

ぶっ｣たときはコツコツと何度 もくちばしでつついた

結果,ヒビをいれてこわすという差がここに表われて

いる｡

醐 -サ ミで 布を さいた｡

(56) -サ ミで 布を きった｡

2.2.では.断面についてこの二文を考えてみたが,

生 じた断面が同じであっても,途中の状況には差が感

じられる｡布を ｢さく｣場合には,断面が生 じていく

ときの勢いが感 じられる｡

(95) 衣 (きぬ)を さくような 悲鳴

などでも他裂の走っていく勢いが感じられて印象に鋭

さをましている｡

3. まとめ

これまでの分析にそって,五つの語の持つ忠味をま

とめてみる｡

｢やぶる｣--対象物に力を加え,元の形を失わせて,

それが持っている性F̂I,機能を失わせ

る｡

対象物･･･-面的な広が りを持つもの｡

手 段･--手 ･鈍器 ･刃物

断 面--不規則

｢やぶ く｣･--対象物に力を加えて元の形を失わせる｡

対象物･--蒋 く,面的な広が りを持つもので,原

則的には手で断両が生 じうるもの｡

手 段･--辛 .刃物 ･鈍井

断 面･--不規則

｢さ く｣--対象物に,そiLを耐 即にひさはなすよ

うに力を加えて,直線的に勢いよく･切

れElを入れる｡

対象物･--力を加えることによって平行な直線が

生 じうるもの｡

手 段--･手 ･ナイフ状の刃物

断 面--艦線的で,平行的

｢き る｣--ものの持っているつながりを断つ｡

対象物･･-･断両を生 じうるもの｡

手 段-････刃物 ･手

断 面--碇則としで切り口はきれいである｡意

図的に曲線を作 りうる｡

｢わ る｣I-･･ものに対 して垂直-JirF',lEこ瞬F糾It)に力を

加えて断面を生じさせる｡

対象物--圧力を加えることによって,断面を生

じうるような硬さを持つもの｡

手 段･･･-鈍器 ･手 ･刃物

断 面--･不規則

4.派生的用法

(96) 関所を やぶる｡

(97) 錠前を やぶる｡

鯛 記録を やぶる｡

位6)那)は ｢やぶるJのもつ ●▲ものの機能を失わせる●'

:q:味の派生であろう｡(9馴ま.記録という抽象物を.H

棉,つまり壁のようにとらえているのであろう｡また,

伽) 約束を やぶる｡

ら,(96)(97)と同様の例と考えられる｡

(100) 二人の仲を さく｡

というのは,寄 りそっている二人を ■◆両側にひさはな

すtIように別れさせることである｡

(101) Elを わるo

(102) 閲にわって 入る｡

(101)は,それまでLjをつ ぐみ.話さずにいた人がつ

いに話してしまう恋味で使われる｡これはロを開くと

き両替が断面をつ くるように見えるからだろう｡また

(102)は断所 を撫月旦に作ってF糊に入るということを言

つ｡

(103) 残 り時問は 3分を きりました｡

の†郷土,時F糊というものを一つの連続したものととら

えての表現と考えられる｡

｢やぶ く｣にはこのような派生的用法は見られないJ:

うである｡

言語経歴 :1957年 5月 東京新宿区に生まれ

る｡

1965年 6月 神奈川県川崎市に転

倍｡現在に至る｡
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